






研究目的 

人工授精という一連の人工操作を経て得られた妊娠が自然妊娠と比較して,その妊娠経過,

分娩様式,出生児の所見およびその後の身体的および知的発育に差異があるかどうかとい

うテーマに関して,54 年度には凍結精液を含めた AID 妊娠例とその出生児の発育状況を幼

児期から学童期に至るまで長期の追跡調査の解析を行ない,また前回 55年度には AIH 妊娠

例と出生児の解析を行ない,AIH 妊娠例の妊娠経過,および出生児の身体的状況と精子濃度

などの関連を追求した。その結果,現在までの検討では,人工授精という人工操作により得

られた妊娠.分娩,児の出生時状況およびその後の発育状況には,自然妊娠例と比較して,何

らかの障害があるとは想像され得ないという結論を得た。 

前回指摘したように,重症排卵障害症に対する最近の排卵誘発法の進歩は,卵巣性第 2度無

月経を除く重症排卵障害例に対して排卵誘発が可能になり,当該不妊患者に福音をもたら

したが,他面，卵巣過剰刺激症候群,過剰排卵,多胎妊娠など新たな問題も提起している。こ

のような重症排卵障害症に対する排卵誘発例に,人工授精を併用する症例が,最近徐々にで

はあるが,確実に増加の傾向にある。 

今回,このような人工授精に排卵誘発という複合した不妊治療を実施し,妊娠に成功した症

例の主として新生児の所見を検討した。 


